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(百万円未満切捨て)

１．2021年３月期第１四半期の連結業績（2020年４月１日～2020年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期第１四半期 27,118 △45.4 △1,657 － △1,604 － △2,675 －

2020年３月期第１四半期 49,644 10.8 3,175 △17.2 3,200 △19.1 2,338 △16.8

(注)包括利益 2021年３月期第１四半期 △3,797百万円( －％) 2020年３月期第１四半期 2,780百万円( 28.1％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年３月期第１四半期 △37.76 －

2020年３月期第１四半期 33.00 32.98
　

　
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2021年３月期第１四半期 138,281 75,532 52.3

2020年３月期 150,484 80,387 51.3

(参考) 自己資本 2021年３月期第１四半期 72,381百万円 2020年３月期 77,141百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年３月期 － 15.00 － 15.00 30.00

2021年３月期 －

2021年３月期(予想) 13.00 － 17.00 30.00

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　

３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 60,000 △36.5 △2,100 － △1,300 － △2,200 － △31.02

通期 145,000 △20.4 500 △94.4 1,500 △84.2 0 △100.0 －

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

詳細につきましては、本日公表の「2021年３月期業績予想及び配当予想に関するお知らせ」をご参照ください。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年３月期１Ｑ 73,896,400株 2020年３月期 73,896,400株

② 期末自己株式数 2021年３月期１Ｑ 3,033,230株 2020年３月期 3,042,930株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年３月期１Ｑ 70,857,595株 2020年３月期１Ｑ 70,853,470株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間（2020年４月１日～2020年６月30日）においては、2019年度（2020年

３月期）よりスタートした中期経営計画における課題解決に対する取り組み等を推進しております

が、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、事業環境に大きな影響が出ていることから、経

済環境の変化等を注視しながら、中期経営計画の見直しに着手いたしました。

　当第１四半期連結累計期間の連結業績は、新型コロナウイルス感染症の影響による主要取引先の

著しい減産により、売上高は前年同期と比べ22,526百万円（45.4％）減少の27,118百万円となりま

した。営業損益は、厳しい経営環境のなか経費削減に努めたものの、減産影響により1,657百万円

の損失（前年同期は3,175百万円の営業利益）となりました。経常損益は、1,604百万円の損失（前

年同期は3,200百万円の経常利益）となりました。親会社株主に帰属する四半期純損益は、2,675百

万円の損失（前年同期は2,338百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、在外子会社は12月決算のため、当第１四半期

連結累計期間の業績は１月～３月となることから、中国を除く海外においては、新型コロナウイル

ス感染症の影響をほとんど受けておりません。

（日本）

　日本では、新型コロナウイルス感染症の影響による主要取引先の著しい減産により、売上高は前

年同期と比べ26,085百万円（65.8％）減少の13,536百万円、セグメント損益は、3,270百万円の損

失（前年同期は2,229百万円のセグメント利益）となりました。

（中国・韓国）

　中国・韓国では、中国における新型コロナウイルス感染症の影響による主要取引先の減産によ

り、売上高は前年同期と比べ1,207百万円（48.2％）減少の1,295百万円、セグメント損益は、27百

万円の損失（前年同期は104百万円のセグメント利益）となりました。

（アセアン）

　アセアンでは、売上高は金型売上による増加がありましたが主要取引先の減産により、前年同期

と比べ202百万円（5.0％）減少の3,845百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は、減

産影響により前年同期と比べ165百万円（34.5％）減少の314百万円となりました。

（中米・北米）

　中米・北米では、メキシコにおける主要取引先の増産により、売上高は前年同期と比べ2,561百

万円（35.8％）増加の9,718百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は、米国新工場の

準備費用が増加したものの増収効果等により、前年同期と比べ647百万円（225.4％）増加の934百

万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前期末に比べ12,203百万円（8.1％）減少し、138,281

百万円となりました。主な要因は、現金及び預金が増加した一方で、受取手形及び売掛金が減少し

たことによるものであります。

負債は、前期末に比べ7,347百万円（10.5％）減少し、62,749百万円となりました。主な要因は、

長期借入金が増加した一方で、支払手形及び買掛金が減少したことによるものであります。

純資産は、前期末に比べ4,855百万円（6.0％）減少し、75,532百万円となりました。主な要因は、

利益剰余金が減少したことによるものであります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 32,529 35,871

受取手形及び売掛金 29,717 16,349

電子記録債権 3,339 2,385

商品及び製品 4,170 1,738

仕掛品 1,216 1,368

原材料及び貯蔵品 4,178 4,532

未収入金 252 138

その他 1,737 940

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 77,137 63,322

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 20,125 19,715

機械装置及び運搬具（純額） 14,936 14,229

工具、器具及び備品（純額） 2,826 2,894

土地 12,425 12,374

リース資産（純額） 5,890 6,629

建設仮勘定 12,141 14,168

有形固定資産合計 68,346 70,011

無形固定資産 767 765

投資その他の資産

投資有価証券 1,765 1,841

長期貸付金 389 259

繰延税金資産 1,664 1,604

その他 809 744

貸倒引当金 △396 △266

投資その他の資産合計 4,233 4,182

固定資産合計 73,347 74,959

資産合計 150,484 138,281
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 25,579 16,073

短期借入金 1,757 1,630

1年内返済予定の長期借入金 2,912 2,500

リース債務 3,344 3,631

未払金 5,235 4,785

未払費用 547 2,525

未払法人税等 848 132

賞与引当金 1,945 898

製品保証引当金 1,482 1,296

環境対策引当金 482 429

災害損失引当金 15 15

設備関係支払手形 318 121

その他 2,537 633

流動負債合計 47,007 34,672

固定負債

長期借入金 17,658 21,508

リース債務 2,089 2,705

退職給付に係る負債 2,891 2,921

役員退職慰労引当金 13 13

資産除去債務 151 150

繰延税金負債 123 613

その他 161 163

固定負債合計 23,089 28,077

負債合計 70,096 62,749

純資産の部

株主資本

資本金 5,426 5,426

資本剰余金 10,835 10,832

利益剰余金 62,992 59,253

自己株式 △4,415 △4,401

株主資本合計 74,838 71,111

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △172 △135

為替換算調整勘定 2,694 1,573

退職給付に係る調整累計額 △219 △167

その他の包括利益累計額合計 2,302 1,270

新株予約権 89 83

非支配株主持分 3,156 3,066

純資産合計 80,387 75,532

負債純資産合計 150,484 138,281
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

売上高 49,644 27,118

売上原価 44,003 26,740

売上総利益 5,641 378

販売費及び一般管理費 2,466 2,035

営業利益又は営業損失（△） 3,175 △1,657

営業外収益

受取利息 36 34

受取配当金 14 14

貸倒引当金戻入額 1 129

持分法による投資利益 15 70

為替差益 30 －

その他 39 45

営業外収益合計 137 293

営業外費用

支払利息 105 151

為替差損 － 83

その他 6 4

営業外費用合計 112 240

経常利益又は経常損失（△） 3,200 △1,604

特別利益

固定資産売却益 3 33

特別利益合計 3 33

特別損失

新型コロナウイルス感染症による損失 － ※ 260

固定資産除売却損 31 5

災害による損失 － 10

特別損失合計 31 276

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

3,171 △1,846

法人税等 721 807

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,450 △2,654

非支配株主に帰属する四半期純利益 112 20

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

2,338 △2,675
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,450 △2,654

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △56 37

為替換算調整勘定 293 △1,206

退職給付に係る調整額 90 52

持分法適用会社に対する持分相当額 2 △25

その他の包括利益合計 329 △1,142

四半期包括利益 2,780 △3,797

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,627 △3,707

非支配株主に係る四半期包括利益 152 △89
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　 （税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理

性を欠く結果となる場合には、税引前四半期純利益または税引前四半期純損失に法定実効税率を

乗じた金額に、繰延税金資産の回収可能性を考慮しております。

（四半期連結損益計算書関係）

※ 新型コロナウイルス感染症による損失

　新型コロナウイルス感染症に対する政府・自治体からの休業要請に伴い発生した固定費等を特

別損失に計上したものであります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 中国・韓国 アセアン 中米・北米

売上高

外部顧客への売上高 36,884 1,610 4,015 7,133 49,644

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2,737 892 32 23 3,685

計 39,621 2,502 4,048 7,157 53,329

セグメント利益 2,229 104 479 287 3,101

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 3,101

セグメント間取引消去 73

四半期連結損益計算書の営業利益 3,175

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 中国・韓国 アセアン 中米・北米

売上高

外部顧客への売上高 13,287 829 3,283 9,717 27,118

セグメント間の内部売上高
又は振替高

248 465 561 0 1,276

計 13,536 1,295 3,845 9,718 28,395

セグメント利益又は損失(△) △3,270 △27 314 934 △2,049

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △2,049

セグメント間取引消去 391

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △1,657
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